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本
集
会
に
結
集
頂
い
た
仲
間
は
３
０
０
名
を
超
え
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
仲
間

と
し
て
嬉
し
い
時
も
苦
し
い
時
も
同
じ
時
間
を
共
有
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
集
会

で
同
じ
時
間
を
共
有
し
、
明
日
へ
向
か
う
こ
と
は
何
よ
り
も
強
い
武
器
に
な
り
ま

す
。
仲
間
の
力
を
結
集
さ
せ
た
た
か
い
続
け
る
こ
と
が
輸
送
サ
ー
ビ
ス
労
組
の
強

み
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
集
ま
る
こ
と
に
こ
だ
わ
り
続
け
て
い
き
ま
す
。 

控
訴
棄
却
と
い
う
結
果
で
す
が
、
当
時
の
管
理
者
が
行
っ
た
不
当
労
働
行
為
は

認
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
不
当
労
働
行
為
に
対
す
る
使
用
者
責
任
も
問
わ
れ
、
Ｊ

Ｒ
東
日
本
に
対
し
て
損
賠
賠
償
請
求
に
基
づ
く
慰
謝
料
の
支
払
い
も
命
じ
ら
れ

た
判
決
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
！
つ
ま
り
、
会
社
の
取
っ
た
行
為
は
不
法
行
為
で

あ
り
、
不
当
労
働
行
為
は
間
違
い
な
く
存
在
し
た
と
私
た
ち
の
た
た
か
い
は
証
明

し
ま
し
た
。
こ
の
事
は
、
今
日
ま
で
の
た
た
か
い
の
到
達
点
と
し
て
改
め
て
全
て

の
仲
間
と
共
に
確
認
し
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

現
在
「
〝
日
常
活
動
〟
の
強
化
を
通
し
、
組
合
員
の
利
益
を
守
り
、
輸
送
サ
ー

ビ
ス
労
組
の
飛
躍
を
実
現
し
よ
う
！
」
と
提
起
し
て
い
ま
す
。
組
織
拡
大
に
向
け

て
日
々
の
運
動
を
職
場
か
ら
愚
直
に
実
践
す
る
こ
と
を
改
め
て
全
組
合
員
に
訴

え
ま
す
。 

会
社
は
、
職
場
内
の
組
合
活
動
を
禁
じ
た
先
に
は
、
就
業
規
則
９
条
を
持
ち
出

し
て
「
仕
事
が
終
わ
っ
た
ら
す
ぐ
帰
れ
！
」
と
言
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
日
常

活
動
そ
の
も
の
が
、
会
社
か
ら
排
除
さ
れ
よ
う
と
す
る
以
上
、「
分
か
り
ま
し
た
」

と
は
な
り
ま
せ
ん
。
現
協
約
の
有
効
期
限
は
９
月
末
で
す
。
労
働
組
合
運
動
を
規

制
す
る
協
約
の
解
釈
に
対
し
て
、
徹
底
し
て
会
社
に
立
ち
向
か
っ
て
い
き
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
正
常
な
Ｊ
Ｒ
東
日
本
グ
ル
ー
プ
を
取
り
戻
す
こ
と
を
目
指
し
た
た

か
っ
て
き
ま
し
た
。
長
い
た
た
か
い
で
疲
弊
す
る
時
も
、
支
え
合
い
共
に
た
た
か

う
仲
間
と
手
を
取
り
合
っ
て
最
後
ま
で
た
た
か
い
抜
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
！ 

  

控
訴
審
の
結
果
は
「
あ
っ
た
こ
と
を
な
か
っ
た
こ
と
に
さ
せ
な
か
っ
た
！
」
そ

し
て
、「
あ
っ
た
こ
と
を
な
か
っ
た
と
に
な
ん
て
で
き
る
は
ず
が
な
い
ん
だ
！
」
と

い
う
こ
と
を
改
め
て
証
明
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
４
人
の
奮
闘
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
内

で
行
わ
れ
た
不
当
労
働
行
為
の
事
実
を
世
の
中
に
も
示
し
、
日
本
の
労
働
組
合
運

動
の
歴
史
に
刻
み
込
ん
だ
こ
と
を
全
組
合
員
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
組
織
的
関
与

は
認
め
ら
れ
な
く
て
も
、
組
織
的
な
不
当
労
働
行
為
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
当
時
を

経
験
し
た
私
た
ち
が
証
明
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
決
し
て
下
を
向
く
こ
と

な
く
、
今
日
以
降
も
堂
々
と
職
場
か
ら
輸
送
サ
ー
ビ
ス
労
組
運
動
を
つ
く
り
上
げ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

現
在
、
水
戸
地
本
で
は
職
場
で
取
り
組
ん
だ
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て
、
組
合
員
へ
の
事
情
聴
取
が
行
な
わ
れ
、
一
部
組

合
員
に
対
し
て
「
訓
告
」
及
び
「
厳
重
注
意
」
処
分
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

先
日
の
東
京
地
本
・
首
都
圏
本
部
間
の
団
体
交
渉
で
は
「
掲
示
板
を
見
る
行
為
も

組
合
活
動
」
と
会
社
は
回
答
し
て
い
ま
す
。
企
業
別
労
働
組
合
と
し
て
存
在
す
る

輸
送
サ
ー
ビ
ス
労
組
は
、
職
場
で
の
運
動
が
原
点
に
あ
る
労
働
組
合
で
あ
り
、
職

場
で
の
運
動
そ
の
も
の
を
否
定
し
、
仲
間
た
ち
を
委
縮
さ
せ
る
会
社
姿
勢
は
断
じ

て
認
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
会
社
の
主
張
が
ま
か
り
通
れ
ば
、
職
場
で
掲
示

板
を
見
る
こ
と
も
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
会
社
の
一
連
の
行
為
は
、
職
場
内
で
一

切
の
組
合
活
動
を
さ
せ
な
い
と
い
う
も
の
で
す
。
新
入
組
合
員
へ
の
勧
誘
は
東
京

都
労
働
委
員
会
も
認
め
る
重
要
な
労
働
組
合
の
活
動
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
加

入
行
動
な
ど
で
き
な
い
職
場
を
会
社
は
作
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
職
場
で
仕
事
の

問
題
を
話
し
、
団
体
交
渉
の
要
求
を
作
ろ
う
と
す
る
会
話
も
、
組
織
拡
大
を
目
指

す
運
動
も
一
切
認
め
な
い
職
場
を
作
ろ
う
と
し
て
い
る
、
こ
れ
が
今
掛
け
ら
れ
て

い
る
会
社
攻
撃
の
狙
い
で
す
。 

 

法廷は控訴棄却としても、中身的には勝利していると思っています。この間命がけ

で証拠を集めてくれた皆さんのおかげで、ここにいる４名が訴訟を起こすことができ

ました。そして、その証拠を出した結果、一審の判決があり「JR東日本という会社が

不当労働行為を行っていた」ということが事実として示されました。また「脱退勧奨が

行われた可能性は高い」ということも残すことができたのも本当に大きいです。 

2018年からＪＲ東日本という大企業が3万数千人の組合員を脱退させました。弁

護士さんからも以前言われましたが、この歴史上ない脱退勧奨を行った JR 東日本と

いう会社を絶対に許せないし、だからこそ、ここまで皆さんと共にたたかい、そして事

実を残すことができました。 

さらに、私たちは今こそ、今も起きている不当労働行為の問題に対して、今回のたた

かいを一つの糧として共にたたかい、いつしか健全な JR 東日本・グループ会社を目

指します。その実現に向けてたたかいを共につくり出していきます！ 

4年半にわたってたたかってきた脱退パワハラ訴訟は、今日控訴審判決を迎え、

控訴審控訴棄却・一審判決維持という結果になり、脱退勧奨に関して会社の組織的

関与が認められませんでした。当時の冨田社長をはじめとした経営幹部が何名も大

崎運輸区に入り、その時の証拠を提出しているにも関わらず、これでも組織的関与

が認められないといことは、会社に都合のいい部分だけを取り上げ、私たちの主張

を退けたということであり、高等裁判所の判断は断じて認めるわけにはいきませ

ん。しかし、一審判決で既にいくつかの個別の不当労働行為が認定され、放出さん

に対する損害賠償が命じられている事実は消すことができません。一審で会社の使

用者責任が問われており、当時関わった管理者の処遇については直ちに見直すべき

であり、当時の経営責任者は自らのその管理責任を負うべき事を強く訴えます。 

この間たたかってきた４名の皆さん本当にお疲れさまでした。そして、これまで

私達に連帯していただいた各単組の皆さん、労連の仲間、そして議員懇談会の皆さ

ん、そして連帯する会の皆さん、本当にありがとうございました。そして４名を支

え、これまで多くの労苦を共にして頂いた弁護団の皆さん大変お疲れさまでした。 
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事
務
長 

串
田 

弘
史 

あ
っ
た
こ
と
を
な
か
っ
た
こ
と
に
さ
せ
ず
、
歴
史
に
刻
む
！ 

控訴審判決を受けての中央本部見解 

「あったことをなかったことにしない」そして、健全な企業をつくり上げていくため

に私たちは真の労働組合として今日までたたかってきました。これからもその目的を明

確にして職場活動、日常活動を強化し、その強化を通じてたたかい続けていきます。 

改めて、鉄道会社として社会インフラである公共交通の鉄道をつくり上げていくため

に安全と信頼を基礎に社会に役立つ、そして社会がサステナブルに成り立つために何が

必要か、今の会社施策に何が足りないかという視点を明確にして社会に発信していく必

要があります。社会・地域に優しい公共交通機関としての鉄道、その会社の中で行われ

ている不当労働行為の数々やパワハラなどのハラスメントの横行は社会的にも明らか

にしていかなければなりません。 

「あったことをなかったことにできない」この言葉を合言葉にして、このたたかいは、

あったことを歴史に刻みました。巨大組織・巨大企業にこれからも輸送サービス労組と

して一丸となって立ち向かっていく大きな教訓がこのたたかいを節目としてできあが

りました。すべての仲間と共に健全なJR東日本に作り変え、全ての利用者、国民の足

を守り、安全で安心して利用できる鉄道会社を目指したたかっていきましょう！ 

裁判に起ち上がって以降、このたたかいを支えて頂き、多くの仲間が後ろについて

いるというのは、本当に心強くて本当に励みになりました。ありがとうございました。

２０１８年の脱退策動、私の経験した脱退セミナーからも丸6年経ちました。6年経

って職場はどうなっているかというと、不当労働行為は収まるどころか形を変えて、

未だに色々と続いている厳しい現状があります。 

自分でも「好きで入った会社を訴える」というすごいことをやったと思いますが、

「鉄道が好きで入った会社なので、やっぱり良くしたい」という想いがあって、会社が

やっていることが許せなかったから、たたかってきました。 

「おかしいことをおかしい」と言えるのが労働組合。より良い会社を取り戻してい

くためにみんなで頑張っていきましょう！ 

昨年8月10日に一審判決が出て以降も脱退して行く仲間がいます。会社は組織ぐ

るみで団体干渉を行ったことが認定されていないことをいいことに、組合差別・脱退

勧奨を今なお行っており、判決の重みを分かっていません。自分の昇進や転勤の希望

を叶えるために脱退する・組合に加入しない、これが今の JR 東日本のスタンダード

になってしまっている現実を正常に戻さなくてはいけません。 

 昨年、ビッグモーターやジャニーズの性加害問題など、企業の不正に対しての告発

が大きな社会問題となり、今までタブーとされてきた問題にメスが入ったが、この脱

退パワハラの問題はクローズアップされていません。社員のみならずマスコミまでも

が会社の不正に見て見ぬふり、沈黙してしまっている現実があります。今後あらゆる

手段を活用してJR東日本の暴走に歯止めをかけていきましょう。 

今回の判決をばねに JR 東日本が行っている組合差別を大きく社会問題化していく

行動を全組合で巻き起こしていきたいと思います。そして、組織強化・組織の拡大に

向けて日常活動と職場活動を強化していきましょう！ 

控訴棄却になってもそもそも勝利している裁判であることは変わりありません。そ

の根拠は、「この裁判は一円でも勝ち取ることができれば勝利」と当初から言われてお

り、事実が認められなければ、損害賠償は発生しません。会社は今回も掲示を出し『あ

くまで個別の事案として極めて少額な慰謝料が認められた』と述べていますが、金額

の大小に関わらず、この会社で不法行為を行ったということに変わりはありません。 

2点目に、脱退勧奨・組合差別・不当労働行為、組合員を狙い撃ちした強制転勤等は

組織の内外に広めていく必要がある中で、裁判所が判断し、認定する判決を下したと

いうことで、我々の主張の正当性や信頼度が上がります。 

3 点目に輸送サービス労組は、すべての仲間のために・組合員のための労働組合を

取り戻すために形成された労働組合です。「仲間を絶対に見捨てない・絶対に置き去り

にしない」という結成当時の結成意義を考えると、本当に素晴らしい組織であるし、し

っかりと仲間のための労働組合になっている、ここが一番の根拠と言えます。 

以上３点の根拠を踏まえ「この裁判は我々の勝利です！」と皆さんに訴えます！ 

石井さん（東京駅分会） 

高橋さん（綾瀬運輸区分会） 

宮澤さん（松戸営業統括センター分会） 

放出さん（大崎運輸区分会） 

裁判報告（要旨）弁護団 鈴木弁護士 

４名の原告の皆さま、大変お疲れさまでした。そして、これまで支援頂いた組合員の

皆さんも本当にお疲れさまでした。率直に残念だなというところがありますが、会社の

組織的な関与が認定されなければ、裁判をやらない方がよかったのかと言うと、そんな

ことは決してないと思います。 

１８春闘当時、組織的、歴史的な不当労働行為が展開されている中で、たたかわない

という選択はあり得なかったと思います。あれだけの不当労働行為が行われて、組合が

消滅してしまうような危機の中で、会社の違法な行為に対して筋を通してたたかう組合

の姿勢があったからこそ、これだけの組合員の方がついてきたし、原告の 4 名を支援

し、たたかい続けるという結果に繋がりました。 

我々がやることはこれからもずっと変わりません。会社の不当な行為に対してはしっ

かりと声を上げてたたかう、そして、組織の団結を維持していくことを続けていけば、

どんどん組織も拡大して第一組合を揺るぎないものにしていけると思います。これから

も皆さんと一緒に労働者の労働環境、そして会社をより良くすること、さらには鉄道の

安全と輸送サービスを守るために取り組んでいきます。これからもよろしくお願いしま

す。 

２０１９年 「健全なＪＲ東日本・グループ会社をめざして 
11月18日     起ちあがった仲間と連帯する会」発足 

２０１９年  「脱退パワハラ訴訟」を 
12月26日   東京地裁に提訴 

２０２０年 ＪＲ東日本輸送サービス 
2月10日   労働組合結成 

２０２０年 第1回口頭弁論 
３月12日  報告集会を開催 

２０２３年 4名の仲間が証人尋問に 
３月２日 立ち、堂々と証言を行う！ 

２０２３年    結審 
5月18日 報告集会を開催 

２０２３年 勝利判決・JR東日本での不当労働行為認定 
８月10日      記者会見・総決起集会を開催 

２０２４年   控訴棄却 
４月24日 総決起集会を開催 

✓

✓

✓

✓

た
た
か
い
の
到
達
点
を
確
認
し
、
も
う
一
歩
前
に
出
て 

堂
々
と
輸
送
サ
ー
ビ
ス
労
組
運
動
を
つ
く
り
上
げ
よ
う
！ 

「あ
っ
た
こ
と
を
な
か
っ
た
こ
と
に
は
で
き
な
い
」は 

輸
送
サ
ー
ビ
ス
労
組
結
成
の
原
動
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